
ＪＲ東海労ニュース

１月30日『産経新聞』の「The リーダー インタビュー」に葛西

会長が登場し、リーダー論を展開しています。「経済の血液である

電力の安定供給に、政府は明確な方針を出していない。東京電力の

コスト上昇を抑えるには原発を使うしかない。…世論の顔色をうか

がい決断していない。リーダーシップの欠落だ」と、政府を批判し

ています。原子力損害賠償支援機構の運営委員でもある葛西会長が、

福島第一原発事故の収束の目処すら立たないうちから、このような

主張をすることは、とても常識ある人間だとは思えません。

しかも、主張は事実に反しています。原発のコストが一番高いの

は今や常識です。現在、電力の供給は不安定ですか？原発が稼働し

なくとも、電力は足りているではありませんか。そんなに原発が大

事なら、葛西会長が福島第一原発で作業すれば良いのです。

さらに、「経営は中途半端な妥協をしない。軍事的なプロセスに

似ている」と主張しています。ＪＲ東海が軍隊のような社員管理を

する根拠はここにあります。原発を強行運転させ、企業は軍隊式で

やることが、葛西会長のリーダー論なのです。リーダーとは、大衆

を幸せに導くために存在するべきものです。葛西会長の持論は独裁

者の理論ではないでしょうか。
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「原発を強行運転するのがリーダーだ」?？
葛西会長が語るリーダー論の危険性！
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